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Research Abstract

1.末梢⾎リンパ球におけるC型肝炎ウイルス(HCV)存在の有無に関する検討. 
C型慢性肝炎患者10例,C型肝硬変5例の⾎清および末梢⾎リンパ球からSimple GIT法でRNAを抽出し,HCVの5'NC領域をprimerとするRT-PCRにてHCVの有無を検
討した結果,⾎清では12/15例(80%),リンパ球では15/15例(100%)にHCVRNAが検出された.また,インターフェロン療法後のC型慢性肝炎3例の⾎清中および末梢
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⾎リンパ球のHCVRNAを経時的に測定し,⾎清中では検出感度以下となった症例においても末梢⾎リンパ球を材料とすることによりHCVRNAは検出可能であること
が⽰された. 
2.培養リンパ球における検討. 
C型慢性肝炎2例から分離したHCVRNA陽性の末梢⾎リンパ球を各種mitogen刺激下に培養を⾏い経時的に4週間HCVRNAの有無を検討した.IL-2+Con-AおよびIL-
2+PHA刺激下では培養7,14,21,28⽇後のいずれにおいてもHCVRNAが検出され,また,PWM刺激下では7,14,21⽇後までHCVRNAが検出されたことによ
り,HCVRNAはTおよびB細胞の双⽅に検出されること,さらに,⻑期間の培養後もHCVはリンパ球とともに存在可能であることが⽰された.今後,antisense primerを
使⽤するRT-PCR法にて(-)鎖HCVRNAの有無を検討するとともに,IL-2存在下にHCV陽性リンパ球培養細胞株の樹⽴を⾏う予定である.

https://kaken.nii.ac.jp/en/report/KAKENHI-PROJECT-04670420/046704201992jisseki/

